
 
 

 

   平成１９年度川崎市立労働会館（サンピアンかわさき）の管理運 
営に対する評価について 

 
１ 指定管理者 

(1) 指定管理者  アゼリアプロジェクト 
（東京都豊島区東池袋３丁目１３番３号） 

(2) 指定期間 平成１８年４月１日～平成２３年３月３１日 
(3) 業務の範囲 ・会館の維持管理、ホール、会議室の貸し出し、自主講座の開講、自

主事業の実施、利用料金の徴収に関すること。 
 
 
２ 事業執行（管理運営）に対する評価 
   

評価項目 平成１９年度管理運営の状況 評価及び指導 
(1) 管理運営業務の実施

状況 
 ① 施設の管理に関す

る業務 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ② 講演会開催に関す

る業務 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
ア 施設全体の維持・管理業務 
 施設等の日常点検・定期点検、清掃業

務・環境衛生業務、警備・空調等の管理

業務等に対して適正な管理を実施した。

 
 
 
 
イ 利用者に対するサービス業務 
 顧客満足度向上・運営知識の拡大・運

営技術の習得を目的に従業員ミーティン

グを実施。利用者に対して誠実に業務を

実施した。 
 具体的には、①接遇研修②食品衛生に

関する研修③拾得物の取扱い、など実情

に即した従業員研修を１２回実施した。

 
ア 宅地建物取引主任者資格取得に関

する講演会 
開催日：平成１９年４月２１日 
事前申込者数：２４名 
当日参加者数：１９名 
（参加率７９．２％） 

 イ マンション管理士資格取得に関す

る講演会 
開催日：平成１９年４月２８日 
事前申込者数：２３名 
当日参加者数：１７名 
（参加率７３．９％） 

 
 

業務仕様書、保守管

理基準に基づき、良好

な管理業務が行われて

い る こ と は 評 価 で き

る。２０年度も質の高

い業務及び効率的な管

理を図ること。 
 

館内業務の質向上に

資する適正な人材育成

教育を行っている。今

後も職員の意識改革と

資質向上につながる研

修体制等の充実を図る

こと。 
 
 

１８年度に比べ、市

民ニーズを取り入れた

講座をさらに増やした

結果、一定水準の参加

率を維持しており、評

価できる。２０年度は

労働会館としてのコン

セプトを明確にした上

で一層の創意と工夫を

凝らした魅力的な講演

会を行うこと。 
 



 

評価項目 平成１９年度管理運営の状況 評価及び指導 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ③ 講座開催に関する

業務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ウ 日商簿記３級資格取得に関する講

演会 
開催日：平成１９年７月７日 
事前申込者数：１９名 
当日参加者数：１７名 
（参加率９４．５％） 

 エ 管理業務主任者資格取得に関する

講演会 
開催日：平成１９年７月２８日 
事前申込者数：２０名 
当日参加者数：１１名 
（参加率５７．９％） 

 オ 日商簿記２級資格取得に関する講

演会 
開催日：平成１９年１０月６日 
事前申込者数：１０名 
当日参加者数：６名 
（参加率６０．０％） 

 カ ファイナンシャル・プランニング

３級技能士資格取得に関する講演会

開催日：平成１９年１０月１３日 
事前申込者数：２３名 
当日参加者数：１６名 
（参加率６９．６%） 

 キ ＴＯＥＩＣ試験に関する講演会 
  開催日：平成２０年１月１２日 
  事前申込者数：１６名 
  当日参加者数：１３名 

（参加率８１．２％） 
 

ア マンション管理士資格試験準備講

  座 
  ５／９～１１／１４ ２５回（水）

  受講者数１８名 
 イ 宅地建物取引主任者資格試験準備

講座 
５／１５～８／２８ ２７回（火・

金） 
受講者数３６名 

 ウ 日商簿記３級検定試験準備講座 
  ７／２１～９／１５ ７回（土） 
  受講者数２８名 
 エ 日商簿記２級検定試験準備講座 
  １０／２２～２／１１ ２７回 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
市民を対象に、資格

取得のため、実用性の

高い講座を中心に開催

しており、評価できる。

講座によって受講者数

に ば ら つ き が あ る た

め、２０年度は労働会

館としてのコンセプト

を明確にした上でより

一層魅力的な講座を開

講し、幅広く広報活動

を行っていくこと。 
 
 



 

評価項目 平成１９年度管理運営の状況 評価及び指導 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④ 労働資料の収集・

閲覧業務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 川崎労働学校の実

施 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（月・木） 
受講者数１４名 

 オ ファイナンシャル・プランニング

技能士３級資格試験準備講座 
１０／２３～１／１５ ２０回 
（火・金） 
受講者数２１名 

 カ 管理業務主任者資格試験準備講座

  ８／２０～１０／１８ １７回 
（月・木） 
受講者数２２名 

 キ ＴＯＥＩＣ試験準備講座 
  １／１９～３／２０ １０回（土）

  受講者数４名 
 

労働資料室の利用による、市民への労

働に関する情報の提供、資料の収集管理

及び資料の利用相談を行った。 
労働資料室利用者数の合計は３，６６

９人（前年度１，９９９人）であるが、

資料貸出が２，１４５人（前年度３５０

人）と大幅に増えたため、全体の利用者

も大幅に増えた。 
 
 
 
 
 第１０３期川崎労働学校 メインテー

マ「やさしく学ぶ労働法と社会保障法」

 １０／１９～１２／１０ 全１５回 
 受講者数４２名（前年度５７名） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
利用者数が大幅に増

え た こ と は 評 価 で き

る。今後は更に、イン

ターネットの活用等情

報提供の方法について

工夫するとともに、多

様化する時代ニーズに

沿った幅広い労働資料

の収集を行うなど、誰

もが利用しやすいもの

にすること。 
 
受講者数減少の原因

を分析するとともに、

使用者団体や学生など

新たな受講者の開拓や

市民・時代ニーズに沿

ったテーマを検討する

必要がある。２０年度

は、更に質の高い労働

学校を開催するととも

に、受講者数増加に向

けた広報活動を幅広く

強化すること。 

(2) 利用状況 
 

 

 

ア ホールの利用 
 各種講習、定期総会やカルチャーを始

め、吹奏楽の練習や合唱コンクールなど

の演奏会も開催されるなど、幅広く市民

 ホール利用率の目標

を達成したことは評価

できる。今後は、利用

状 況 等 を 分 析 し な が



 

評価項目 平成１９年度管理運営の状況 評価及び指導 
 に利用された。 

利用日数２２０日 利用率６４．３％

（前年度５６．９％） 
 
 
イ 会議室等の利用 
 各種会議や講習会による企業の会議室

利用率は５６．６％（前年度５１．７％）、

研修室利用率５７．６％（前年度５４．

７％）、カルチャー等の利用による教養室

利用率５０．１％（前年度４９．９％）、

健康管理室利用率３９．５％（前年度３

３．４％）、会議室等全体の利用率は５３．

４％（前年度５０．５％）であった。 
 
ウ 交流室等の利用 
 ヨガや会議、宴会等の多目的利用が可

能な交流室等の利用率１６．７％(前年度

１４．５％)であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
エ １階広場の利用 
 １１月２・３・４日の市民まつりにて

川崎市内の学校生徒の作品展示を行っ

た。また、１月と１１月に利用者の集会・

レセプションを実施した。 

ら、新たな貸館公演の

誘致やリピーターを含

めた利用拡大に努める

こと。 
 

会議室等利用率の目

標を達成したことは評

価できる。今後も利用

状 況 等 を 分 析 し な が

ら、貸室の利用拡大・

向上を図ること。 
 
 
 
 

交流室等利用率の目

標達成には至っていな

いが、前年度に比べて

２．２％上昇したこと

は評価できる。今後も

多目的利用の特性を踏

まえた利用拡大・向上

を図り、目標値を達成

するよう努めること。

 また、交流室の利用

率向上のため、ふれあ

いネットでの予約を可

能とするかの検討を行

なうこと。 
 
 
１階広場の利用につい

ては、目標値は特にな

いが、実際に企画して

活用できたことは評価

できる。２０年度にお

いては、他の会館利用

者に配慮しながら、広

場の特性を活かした企

画の取組を図ること。

 
(3) 収支状況 
 
 

ア〔収入〕貸館等利用料金収入 
 貸 館 等 使 用 料 金 収 入 は 、 当 初 予 算

24,600,000 円に対して予算比 108.6％の

全体で見るとわずか

ながら予算を下回る収

入であった。２０年度



 

評価項目 平成１９年度管理運営の状況 評価及び指導 
 26,727,280 円の収入であった。その他収

入は当初予算 13,709,000 円に対して予

算比 82.9％の 11,372,233 円の収入であ

った。結果として当初予算 204,742,000
円に対して予算比 99.4％の 203,656,513
円の収入であった。 
 
イ〔支出〕事業費 
 資格取得講座・自主事業費は、当初予

算の 5,801,000 円に対して予算比 80.5％

の 4,672,585 円で事業を行った。 
 
 
 
 
 
 
ウ〔支出〕管理費 
 人件費、管理費、事務経費及びその他

消耗品費は、当初予算 198,941,000 円に

対して予算比 95.1％の 189,277,167 円と

抑制することができた。 
 

においては、引き続き

料金収入の安定と増収

への取組を図ること。

 
 
 
 

予算を 19.5％下回る

支出であったことは評

価できるが、事業計画

の 変 更 が 必 要 な 場 合

は、状況に応じた対応

を行なう必要がある。

２０年度も魅力ある事

業を効果的、効率的に

実施すること。 
 

管理費も予算を下回

る支出であったことは

評価できる。２０年度

も引き続き堅実な業務

執行に努めること。 

(4) その他 
 ① 来場者からの意見･

要望等への対応 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ② 個人情報の保護 
 
 

 
・トイレに「禁煙」の表示をして欲しい

旨の要望に対し、全館トイレ入口近隣に

「禁煙」の掲示物を掲示し、解決を図っ

た。 
・ネットワークビジネスの団体が会館を

利用していたことについて、公共施設と

してのモラル上の問題を市民に指摘され

たため、館内での勧誘、販売活動を行わ

ない旨の念書を施設の利用団体から提出

させるとともに、消費者行政センターと

も連携し、監視体制を強化した。 
 
・当館を利用される多くの市民の個人情

報を保有しているため、取扱いについて

は全ての法令等を遵守するとともに、善

良な管理者としての注意を払った。また、

いかなる理由によっても情報を漏らさな

いよう職員教育等必要な措置を講じた。

 
 ｢禁煙｣の表示要望や

ネットワークビジネス

の規制要望に対し、速

やかに対応するなど、

概ね適切な対応ができ

ていることは評価でき

る。２０年度も利用者

の サ ー ビ ス 向 上 に 向

け、迅速・適正な対応

に努めること。 
 
 

川崎市個人情報保護

条例を始め、関係法令

の遵守がなされている

ことは評価できる。２

０年度も研修教育を始

め、業務委託先企業も

含めて個人情報の保護

の徹底を図ること。 



 

３ 事業執行（管理運営）に対する全体的な評価 

 
４ 平成２０年度の事業執行（管理運営）に対する指導事項等 

 

労働会館の指定管理が２年目となるアゼリアプロジェクトは、平成１９年度を、市民の皆

様により広くより身近に労働会館を知っていただく第一ステップの完成年度と位置づけ、講

演や講座の企画や施設の管理業務等を遂行していた。 
 その結果、１９年度の施設利用者数は、２８０，２９０人となり、前年度より７，９９６

人の増加（昨年比２．９％増）となった。また、各施設の利用率についても、一部を除き目

標利用率を達成することができたことは、評価できる。 
 自主事業が主演俳優の病気降板によりキャンセルとなる不測の事態も生じたが、ホールの

可動性と採算性の確保に対する指定管理者の努力がある程度成果に結びついたといえる。講

座は、資格取得のため、実用性の高い講座を中心に開講し、総計１４３名の受講生が学んだ。

また第１０３期目を迎えた｢川崎労働学校｣は、使用者団体や学生など、新たな受講者の開

拓や広報の強化について検討すること。 
指定管理者の管理運営事業である講演会や講座、施設管理・サービス等が適切に行われた

ことにより、市民の皆様から、働く市民の｢いこい｣｢語らい｣｢学びあう｣ための施設として、

より広くより身近に労働会館を知っていただくことができ、一定の評価を受けることができ

たと考える。 

平成２０年度は、新たに「気になる『サンピアンかわさき』」のスローガンの下、魅力的な

自主事業や講座を展開するなど、さらなる知名度獲得に向けた実績づくりに一層努めること。

また、引き続き各施設の利用率の向上を目指し、特に、交流室については、より一層多目的

利用の特性を踏まえた利用拡大・向上、広報の工夫・充実について検討すること。 
 また、業務の達成度を明確にし、職員が業務に積極的に取り組めるよう、目標設定できる

事項に関しては、数値目標を定め、達成に向けて取り組むこと。 


